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１．はじめに市民の手による市民の身近な題材で「ミュージカル」を作ろ
うという試みをした。日本のあちこちで「市民企画」と「市民演劇」 「市民合唱団」 「市民オーケストラ」など活発に行なわれているが、北広島市民もその手作りなるものを味わいたいと思う市民、老年 壮年、青年、子ども達が現れた。
子ども達は「Ｂｅｌｌａ 　Ｒｏｓａ 　Ｃｏｒｏ、 （北広島少
年少女合唱団） 」であり、筆者が今から二十三年前に発足したものである。このミュージカルは平成十二年九月に上演されたものである。この児童合唱団はこれまで六回あまりのミュージカルを経験しており、地域ではその演技力には定評がある。今回は六年前に行われた市民参加企画を振り返ってみる。 そ 後、出演者、スタッフがどのよ な地域文化と関わっている も興味深いことである。また、日常生活面 どのような変化 あったか、向上があったか、 は向上に向けて促された点が一つでもみられるかを知り いと思ったのである。
ここで「その後」に興味を持ったのは、仕掛け人となった筆
者が、六年（まる五年）た て、地域に投げかけた疑問につい
て、市民の自己改革面で無意味であったか、有意義であったか、もっとも知りたいことであるからである。
また、 昨今社会では、 市民参加型 「町つくり」 「ふるさと活性化」
などを掲げ、行政ではあまり達成出来ない、住民の意識価値観について、市民から湧き出る意識によ 町つくりに期待をもっていると える。また も核家族化が進み、住民同士のコミュニケーションの持ち方について、関心を示すようになってきたためである。
２．研究方法次のことを研究方法とする。 （１）このミュージカルの目的、
（２）実践記録と期待される効果、 （３）関わったひとのその後について、 （４）このことによ 効果と結果
※ （３） については、 偽名とする。また詳細については避ける。（１）このミュージカルの目的一般的地域社会において、娯楽を求めるにあたり、既存する
興行会社の娯楽、発展性のない単発的市民受身的娯楽など、空
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しさ、寂しさなどを感じるものもある。そこで、市民が時間をかけ、自らが切磋琢磨して作り上げる喜びの提供、提供する者も市民企画に携わった者である。このことは町という地域に一体感をもたらし 市民一人一人、自分自身の心の中で育むふるさとへの思い出つくりとなったといえる。これらの目的に加えて、多世代交流を果たすこ ができる目的がある。それら ことにより、住民の交流と核家族同士の交流 隣近所 子供同士の交流をはじめ横 交流、 顔を知ることから始ま 交流であり、同時に地域文化を発信してゆくことが目的に ったといえ（２）実践記録と期待される効果この物語の概要は明治時代の北海道移民時代の話である。
ミュージカル名は「レクの森に歌声がきこえる」 いう。「このミュージカルのあらすじ」
第１部今から一○七年前 明治三十二年。現在の「レクの森」は、
当時野幌官有林と呼ばれ、この森を、道庁は札幌、白石、江別広島の四つに分割して払い下げようとした。反対する農 たちは「森は木の根 水をためて作物を育て洪水を防いでくれる。台風から作物を守ってくれる。 」北広島 開拓 率先して行い、村の人たちから慕われていた和田郁次朗は園田北海道庁長官直訴することとなった。そして、分割は見合わせられ、森は民間に払い下げされず、今も青々と残り、野鳥や動物たちが住み、
人間たちも憩いの森として人々が訪れるのである。
第２部森に住む雪野は、洪水でお父さんを亡くしてしまう。そして
今年も洪水が来る。
暴れる水の精たちとの葛藤が自然の怖さを表す。白鳥の「ク
ウ」 は傷ついて地上に落 てきた。そのクウを手当てした雪野、しかし、クウは「森に帰りたい」と哀願する。さらにクウは森に放されてキツネに食べられても いのだと話す それが森の掟であるという。しかし森では木を切ることが行われ、自然の破壊を訴え 。ある日木を切る人たちと木の精が戦う。その様子を見ていた雪の精はなだれ 起こして木を守る。そして、木を切る人間たちも去り、森はみんなと一緒に自然を守ろう 誓う。あらすじは以上である。
・練習方法
① 　導入曲の練習。音読み、歌詞入れ、アーティキレー
ション付け、曲想付け、伴奏付け、指揮者との練習、六カ月ぐらいをかけ、暗譜する。重唱では立ち位置も考慮する。独唱曲と合唱曲、重唱は別々に練習し、上達してから歌部分の全体を通して合わせてみる。
② 　①と同時練習でダンス部分練習がはじめられる。全
体のダンスと一人でのダ スは別々に練習し、あとで合わせるのである。
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③ 　台本（脚本）読み。ここでは声を出して出演者全員
で何度も行う。慣れてきたら抑揚を付け、キャストになりきって行う。手や表情を少しづつ付けてゆく。
④ 　台本
( 脚本
) を持ちながら動作
( しぐさ
) を付ける。
歌部分は抜く。 　
⑤ 　音楽入れ、すべて入れて通し練習始める。⑥ 　ダンス部分も入れる。同時に大道具入れ、動線を決
めてゆく。
⑦ 　全体を部分分けにして通し 練習する。⑧ 　指揮者とのオケを想定 音楽つくりをする。⑨ 　演出者と指揮者との最終仕上げ。これらの行程は短
くても一年を要する。一般的には、キャスト顔合わせから始まって二年をかけるのが市民オペラとな 。顔を合わせてすぐ舞台関係練習が始まるのではなく、演出、台本（脚本）仕上げなどが始まる時期であ 。
一般市民参加型では、 一年しか猶予はないといえる。従って、
練習会場や指導人のスケジュールなどキャスト陣の初顔合わせにおいて、すべて発表できるように準備し、キャスト 上記①～⑨までを一年で仕上げるように心がけることが重要であると解った。ここでは連帯感と住民意識が協調される効果が促された。（３）関わったひとのその後についてここでは出演者名を掲げ、だいたいの年齢を掲げミュージカ
ルへの参加が多世代にわたることを実証することにする。
○和田郁次郎
： 森永氏（
60代）その後音楽協会会長として
地域の音楽文化の振興に勤める。
○大塚事務官
： 鈴木氏（
70代）音楽芸術を楽しんで暮らし
ている。
○関矢孫左門
： 丸山氏（当時大１）演劇を続けている。
○雪野 （１部前半）
： 中川さん （当時中３） 教会などのミュー
ジカルで活躍
　雪野（１部後半）
： 堂野前さん（当時中３）大学３年生
で演劇を続けている。
　雪野（２部）
： 恩田さん（当時中３）看護師の道に入る。
○クウ（１部）
： 西野さん（当時高１）大学にて声楽の勉
強を続けている。
　クウ（２部）
： 須摩さん（当時中２）大学にて声楽を続
けている。
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○おばあちゃん役
： 氏原さん（
40代）合唱団に入り、歌う
ことを続けている。有名な合唱団で全国で歌っている。
○かあさん役
： 三橋さん（
40代）地元のＦＭ放送の番組司
会をしている。
○園田長官
： 葛西氏（当時大１）演劇を続けている。
○官吏１
： 荒木氏 （
60代） 合唱団に入って活動を続けている。
　官吏２
： 鈴木氏（当時大１）就職し、演劇活動を続けて
いる。
　官吏３
： 多田氏（当時大１）就職し、演劇活動を続けて
いる。
○警察長官
： 村山氏（
70代）合唱活動を続けている。
　警察官、佐藤役
： 山崎氏（当時大１）演劇を続けている。
　警察官松川役
： 安藤氏（当時大１）演劇を続けている。
○男たち
： 野村氏（当時大１） 、鈴木氏（当時大１）演劇を
続けている、 　多田氏（当時大１）山崎氏（当時大１）演劇を 安藤氏（当時大１）演劇を続けている。
○札幌市長
： 外崎氏（
70代） 、演劇を続けている。
○白石戸長
： 宮越氏（
70代） 、舞台を鑑賞することが好きに
なった。
○廣島戸長
： 遠藤氏 （
70代） 、 舞台を鑑賞することが多くなっ
た。
○江別戸長
： 小野崎氏（
70代） 、舞台鑑賞や音楽鑑賞の機会
を持つことが多くなった。
○車掌
： 和田氏（
70代） 、芝居がさらに好きになった。
○農民
： 山上氏（
70代） 、合唱活動を続けている。
○水の精、雪の精
： 三浦さん（
50代） 、早川さん（
60代） 、
船戸さん（
60代） 、矢野さん（
60代） 、小林さん（
60代） 、
棚田さん（
50代） 、大味さん（
50代） 、後藤さん（
60代） 、
斉藤さん（
50代） 、中山さん（
60代） 、松永さん（
60代） 、
氏原さん（
50代） 、阿部さん（
60代） 、杉崎さん（
60代）
以上合唱活動を続けている。梅山さん（
30代） 、近郊の
ミュージカルに参加し
○木の精（農民を兼ねる） 　　
　萩原さん（
60代） 、加藤さん（
50代） 、森内さん（
50代） 、
渡辺さん（
60代） 、河田さん（
60代） 、田谷さん（
40代）
田中さん（
50代） 、風間さん（
60代） 、奥山さん（
60代） 、
高田さん（
60代） 、以上合唱活動を続けている。
　浅師さん（
60代） 、声楽を習っている。
○森の動物たち（ここでの子ども達は全て合唱団員、何ら
かの形で合唱を続けている、 ）
　子キツネ５匹
： 土屋さん（当時小６） 、 榊さん（当時小５） 、
畑さん（当時小６） 、遠藤 当時小６）ウサギ５匹
： 森平さん（当時小６） 、 古崎さん（当時小３） 、
小林さん（当時小５）西野さん（当時小４） 、 瀬川さん（当時小５）母キツネ１匹
： 高橋さん（当時中２）
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カケスたち３匹
： 丸山さん（当
時小６） 、森下さん（当時小６） 、三橋さん（当時中１）フクロウ３匹
： 梅山さん（当時
小５） 、三橋さ 小６） 、八塚さん（当時小６）
　リス３匹
： 木村さん（当時小２） 、
上村さん（当時小５） 、山戸さん（当時小６）
　裕子役１匹
： 八塚さん（当時小６）
　かえで２人
： 氏原さん
( 当時高
１
) 、神田さん（当時高３）劇団
に入っている。
○店の女役１人
： 河田さん（
60代）
合唱活動を続けている。
右記のように小学校三年から七十代までの七十五名が参加し
た。公募してオーデションで受かった方たちであるが、活舌が回るか、歌が歌えるか、真直ぐ歩けるかなどが、合格のための注意点であった。練習に参加できることも留意点であった。
実行委員長は北海道教育大学学長、村山紀昭先生、総監督、
演出は筆者が勤めた。実行委員は二十四名、その他スタッフは三十人北広島少年少女合唱団の保護者九名がお手伝いに参加し
小学生・中学生
25人
高校・大学生
８人
～６０歳代
32人
～７０歳代
10人
１ 何もしていない ０ ０ ０ ０
２ 合唱を続けている 14 １ 25 ２
３ 演劇を続けている ０ 11 ６ ８
４ 演劇、舞台の鑑賞が増えた 14 12 28 10
５ 鑑賞に行けない 0 ０ ４ ０
参考　
１はこのミュージカル以降、音楽、演劇などに関わりを持っていない。
２は合唱など音楽を通してのことを続けている人。
３は演劇やミュージカルや朗読などを続けている人。
４は音楽、演劇など舞台芸術の鑑賞することが以前より増えたと思う人。
５は鑑賞に行かない、行けない人が含まれる。
北広島市民オペラ「レクの森に歌声がきこえる」
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た。全員素人であり、町内かその近郊に住んである方たちである。脚本は岸邨夫（小学校校長）先生、曲は中島昌雄先生（養護学校教諭） 、音楽監督米山和子先生であった。地元に在住の方々である。
３．このことによる効果と結果（１）ミュージカルにおいての地域文化振興の効果として、 　
　以下であるといえる。
①この物語を通して、地域・北広島市と近郊の町の歴史に
ついて振り返る機会
②明治時代の北海道の開拓民である人々の希望と夢につい
て、考えてみる機会
③現代の近郊都市交流のあり方について考え、観客層につ
いて考える機会
④現在の住民の夢について考える機会⑤台本・脚本、演出家、演技者を通して観客との一体化し
た感動
⑥練習過程における共同制作意識による協調性⑦地域賛同から得る住民意識⑧観客の動員や制作関係者 動員における地域振興効果⑨広告、チラシ配りの仕事から得る友人、知人の⑩演技できる喜びなどの感性の充実⑪以上の他、鑑賞者の地域活性化に向けての触発的効果な
どが期待される。
（２）ミュージカルにおいての地域文化振興結果脚本家、演技指導、歌唱指導、舞踊指導、演出家、演技者に
おいて、企画者、運営者などの関わる練習過程にこそ、深く高い効果が期待できた。効果とは、一つには社会性である。その社会性とは、多世代交流からの社会性、師弟関係での社会性、同じ目的に向っ の社会性などである。二つ目の効果は知識である。台本や脚本での歴史性と大きく広い国や県などの地域性などの歴史や時代性である。この歴史性や時代 においては調査研究などの基本的知識にも興味を持た ければならないため、知識増大の効果も生じる。また、三つ目には相対的に出演者、スタッフなど関わった人々、地域 鑑賞 その後の生き方に影響を与えていると思 れる地域の機運に見られた。人は皆人生という舞台を演じているといえる。 誰もが脚本こ ないが、このような自分、このような生き方などを思 願い生きてゆくのであるといえる。その力と る演劇と音楽の融合である総合芸術を益々推進することが二十一世紀 演劇芸術 思われる。
